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〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所特任教授） 

 続きまして、「医療機関等を取り巻く状況について」を議題といたします。事務局

より資料が提出されておりますので、説明をお願いいたします。 

 

〇厚労省保険局保険医療企画調査室・吉田拓野室長 

 はい、保険医療企画調査室長でございます。「総－３」に基づきまして、ご説明を

したいと思います。「総－２」に引き続きまして大部な資料となっておりますので、

大変駆け足となりますが、ご説明をさせていただきたいと思います。 
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 資料４ページのほうをご覧いただきますと、前回４月 23 日に中医協で同様の議

題にて、ご議論をいただいた資料を提示して、ご議論いただいたということになっ

ておりますが、 
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 ５ページのほう、ご覧いただきますと、この一番下の箱のほうになりますけれど

も、 

  

 ご意見いただいたところとしては、この「切り口別の詳細な分析が必要」といっ

たことや、歯科医療機関・薬局の状況についてもということ。 

 

 資金繰りの状況。 

  

 それから、地域別の、「都市部や地方部といったデータもあると良いのではないか」

と、そういったご意見をいただいたということでありまして、 

  

 今回、そのようなご意見も踏まえまして、まとめてございます。 
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 ７ページをご覧いただきますと、 

  

  

http://chuikyo.news/


 

 

©  

 

185 

 

  

  

 まず病院のほうの分析に当たっては、「切り口」の定義といたしまして、 

 

左上に病院類型。それから、 

左下、地域分類。  

 右側、機能分類 

 

ということで、そのような、ご覧のいただいたような切り口で分析をしておると

いうことでございます。 
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 ８ページでございますが、まず上の段で「分析結果に関する留意点」ということ

でございまして、 

  

 2023 年度はコロナ補助金や特例措置による影響が一部含まれている可能性があ

るということ。 

  

 それから、後ほどご説明いたしますが、小児科や耳鼻咽喉科に関して、2023年の

利益率はですね、新型コロナ等の影響を受けている点は留意がなんじゃないかとい

うこと。 

  

 それから、今回、このＭＣＤＢというもの、医療法人経営情報データベースシス

テムを使っておりますけれども、2023年度のデータを使っております。 

 

 2024年度データについては今、集計がずっと続いてる状況ですので、その収集状

況に応じて、より直近の経営状況を今後また把握するということが必要ではないか

というふうに考えてございます。 
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 ９ページ以降、病院につきまして分析をしてございまして、 

  

 全体、それから、一般、療養型、精神科ということでやっておりますけれども、 

  

 全体で見ますと、平均値マイナス 0.7ということであります。 

 

 中央値で見ますと、いずれの病院類型でもマイナスとなっているということで 

ございます。 
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 10ページのほうにいきますと、今ご覧いただいたものをヒストグラムという形で

分布で見ていますけれども、 

  

 下のほうで、箱ひげ図と言われるようなもので見ておりますけれども、 

  

 一般病棟と療養型病院、精神科病院とでは若干傾向が異なっておりまして、 

  

 一般病院では 200床以上のほうがやや利益率が低いと。 

  

 療養型病院、精神科病院のほうは病床数が小さいほうが利益率が低いというよう

な状況が出ているというようなことが見てとれるかと思います。 
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 11ページのほう、ご覧いただきますと、収支構造の比較をしてございますけれど

も、 

  

 一般病院のところで材料費が 20％を超えているということでありまして、 

  

 いずれにしても材料費と給与費で 70％超を占めているという状況になっており

ます。 
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 12ページのほうをご覧いただきますと、 

  

 10ページで箱ひげ図につきましてご紹介いたしましたが、これを病床別にまた 

切っておりまして、 

  

 一般病院では、いわゆるその 200床以上のところのほうが若干、利益率が低い 

傾向にある。 

 

 他方で、療養型、精神科病院については規模が小さいほうが利益率が低い傾向に

あるのではないかといったことが見てとれるかと思います。 

  

  

http://chuikyo.news/


 

 

©  

 

191 

 

  

  

 13ページをご覧いただきますと、 

  

 13ページと 14ページ、上側の表は同じものでありまして、 

  

 下側のヒストグラムが、その赤枠で囲った分類について、お示しをしているとい

うことでありまして、 

  

 高度急性期、急性期Ａ・Ｂに分類される病院が営業利益率、経常利益率ともマイ

ナスになっている、低いということになっているということであります。 
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 14ページは回復期、慢性期、精神のほうについてのヒストグラムを掲載しており

ます。 
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 15ページ、移っていただきますと、 

  

 収支構造を機能分類別に比較をしておりますけれども、 

  

 高度急性期のほうの材料費が非常に高いというところが見てとれるというとこ

ろであります。 
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 16 ページは同様の表を回復期から慢性期といったところに分析をしているとい

うことでございます。 
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 17ページをご覧いただきますと、今度は地域分類別に切って見ておりますという

ことで、 

  

 特に人口少数地域型は、赤字割合が 62％と高いということでありますけれども、 

  

 右側の円グラフになりますが、いずれの地域においても赤字割合が過半数を超え

ているということであります。 
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 18ページは同様のものをヒストグラムとして見ているということであります。 
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 19ページにつきましては、同様の形で収支構造の比較を地域分類別にやっている

というものであります。 
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 20ページをご覧いただきますと、こちら、自己資本比率と、それから現預金回転

期間というところを見ておりまして、 

  

 自己資本比率は、全体としては問題のない数字ではないかというふうには見られ

ます。 

 

 他方で、現預金回転期間につきましては、中央値が３カ月、それから最頻値の 

ほうで１から２カ月ということで、 

  

 これは、最低限の現預金水準で事業運営が行われている可能性があるということ

が見てとれるかというふうに思っております。 
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 21ページのほうは自己資本比率と設立年数との相関を見ているということで 

あります。 
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 22ページに移っていただきまして、 

  

 こちら、別の社会保険診療報酬支払基金のほうの、いわゆる診療報酬債権の譲渡、

ファクタリングの数字を見ておりまして、 

  

 この点、令和５年から６年にかけて医療機関における、そのファクタリングの 

利用件数が増えているということが見てとれるということでございます。 
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 23ページに移りまして、またＭＣＤＢに戻りますが、債務償還年数について分析

をしております。 

 

 左上のその 37.5％、約４割の法人が債務償還年数がマイナスということで、 

  

 これは返済原資がない、いわゆる経常利益自体が赤字であるということが要因で

あるということが見てとれると思います。 
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 24ページ以降、自治体病院につきまして分析をしておりまして、こちら、総務省

の調査をもとに分析をしております。 

 

 こちらはＭＣＤＢと異なりまして、経年で取れるところがありますので、 

  

 今回、2018年度と 2023年度で比較をしているということでありますが、 

  

 24ページの表をご覧いただきますと、医業収益の伸びを医業費用の伸びが上回っ

ているということで、 

  

 右側のヒストグラムにありますが、青い 2018 年の山からやや左のほうにずれて

いるというような、スライドしているという状況が見てとれるかと思います。 
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 25ページのほうをご覧いただきますと、この一般病院のところで、そういう傾向

が見てとれるということであります。 
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 26ページのほうに移っておりまして、こちら、の上のほうの表は経営指標という

ことで、患者数が減少している。 

 

 それで、平均病床稼働率も減少していると。こういうことが見てとれるという 

こと。 

  

 それから、下のほうの人件費につきましては、全体としては職員数が増えており、

基本給についても１人当たりということで増えているということが見てとれるか

というふうに思っております。 
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 27ページ。収支構造のほうを同様にご覧いただき、見ておりますけれども、 

  

 一般病院のところで 27％の材料費。 

  

 材料費が 27％を占めているということ。 

 

 それから、委託費に関しては、どの類型であっても 10％を超えているといった 

ところが見てとれるということであります。 
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 28ページは経常利益率について、いろいろ病床数などとクロスをさせて分析をし

ておりますけれども、 

  

 特に相関といったものが見られるわけではないというところであります。 
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 29ページへ移っていただきますと、こちら、収支構造を地域分類別に見ている 

というものでございます。 
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 30ページは、今度は機能大分類別。 

  

 特定機能ですとか子ども病院とか、そういったところを見ておりますけれども、 

  

 いわゆる、その高度急性期系の病院が材料費の割合が高いという傾向が出ている

かというふうに思います。 
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 31ページは同様に機能大分類別の経常利益率について、2018年と 2013年をヒス

トグラムとして表しております。 
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 32ページのほうは、今度は病床数と経常利益率を地域分類で切っておりますけれ

ども、 

  

 切ったものをお示ししております。 
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 33ページのほうに移っていただきますと、救急シェア。 

  

 救急件数が、受入件数 2,000件以上のもの。救急の受入件数自体はバブルの大き

さで表しまして、 

  

 救急シェアと経常利益率を掛けているといったものでありますけれども、 

  

 全体として、マイナスのところに寄っているかなというような状況かなという 

ふうなことを見ております。 
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 34ページ、移っていただきますと、この大学病院ということで、 

  

 こちら、まず国立大学病院ということで、国立大学病院長会議のほうから発表さ

れ、公表されている資料を基に、こちらでお示ししておりますけれども、 

  

 収益が増加しているものの、費用がそれを上回る形で増加しているということが

示されておりまして、 

  

 右側のほう、お示しされているのが、保険で個別に償還されている特定保険医療

材料費。 

  

 それから、赤字の所ですけども、それ以外の、特材以外の診療材料費のいずれも

増えているというところが示されているということであります。 
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 35 ページに移っていただきますと、今度は私立大学のほうになりますけれども、

同様のことが掲げられているということで理解しております。 

  

 ここまでが病院でございまして、 
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 36ページ以降が診療所になりますが、 
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 37ページ。医科診療所の経営状況ということでございまして、 

 

 医業利益率、経常利益率については、いずれの区分でも平均値・中央値ともプラ

スであるということであります。 

 

 有床市のほうで右下の円グラフになりますけれども、半数の診療所で医業利益が

赤字であるということが示されております。 
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 38 ページは収支構造の比較を診療所についても同様にやっているということで

あります。 
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 39ページからが、各診療科分類別に医業利益率、経常利益率をヒストグラム化し

ておりますけれども、 

  

 各科ありますが、 
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 例えば、40ページの小児科。 

  

  

http://chuikyo.news/


 

 

©  

 

219 

 

  

  

 それから、41ページの真ん中の上の耳鼻咽喉科については、やや、この右のほう

に少し山があるように見受けられます。 
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 ただ、42ページをご覧いただきますと、小児科、耳鼻咽喉科。 

  

 冒頭でも申し上げましたが、新型コロナにおける影響を 2023 年で特に受けてい

るというところもあるかと思いますので、 

  

 これは 2024 年度のデータもまた今後、見ていく必要があるのかなというところ

には留意が必要かなというふうに思っております。 
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 43ページ、44ページは、診療科ごとに収支構造を見ているということでございま

す。 
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 45ページに移っていただきまして、 

  

 地域分類別に医科診療所の経営状況を見ておりまして、 

  

 いずれも平均医業利益率、経常利益率はプラスではありますけれども、 

  

 地方都市型、人口少数地域型のところで利益率がやや低めに出ているのかなと 

いうふうに見受けられます。 
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 46 ページにつきましては、収支構造を同様に見ているというものでございます。 

  

  

http://chuikyo.news/


 

 

©  

 

224 

 

  

  

 47ページは自己資本比率を同様に見ております。 
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 ここまで、医科ではございましたけども、 

  

 今度は 49 ページ以降、歯科診療所ということで見ていきたいと思いますけれど

も、 
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 歯科診療所につきましても、医科の診療所と同様の傾向といいますか、 

  

 医業利益率、経常利益率ともプラスになっているというような状況であります。 
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 50ページに地域分類ごとに見ておりますけれども、これもまた医科診療所と同様

の傾向かもしれませんが、 

  

 人口少数地域型のところで、やや利益率が低いのかなというところが見てとれる

ということであります。 
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 51ページ。収支構造。 
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 それから、52ページ。 

  

 自己資本比率についても掲載してございます。 
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 54ページに移っていただきますと、今度は薬局のほうになりますけれども、 
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 薬局につきましては、このＭＣＤＢ、医療法人というところの中では取ることが

できませんので、別のデータをもとに分析を試みております。 

  

 まず、54ページは薬局数と院外処方率の推移ということで、いずれも増加してい

るという状況が見てとれます。 
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 55ページでございますが、 

  

 左側の円グラフ。同一グループで 50店舗以上の薬局が 45％。 

  

 店舗数の 45％を占めているということ。 

 

 それから右側で、３分の２がいわゆる門前薬局ということになっているという 

ようなことが見てとれるかと思います。 
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 56ページは損益構造ということでお示しをしておりまして、 
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 57ページをご覧いただきますと、 

  

 大手の調剤薬局、チェーン薬局といったところが、売上高が伸びていること。 

  

 それから、店舗数が非常に伸びているというところが示されているということで

ございます。 

  

  

http://chuikyo.news/


 

 

©  

 

235 

 

  

  

 59ページ以降に、前回、59ページ、ご覧いただきますと、 
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前回、100 床当たりの常勤換算従業者数が増加しているという資料をお示しした

中で、それは実員数が増えているのか病床数が減っているのかというようなご質問

があったかと思いますが、 

  

 実際に見てみたものでございまして、具体的には、この折れ線というかですね、

直線が上のほうに出ておりますけれども、 

  

 いわゆる黄色の線が実員数でありまして、ここは変わっていない。  

 青い線が減っているということで、病床数が減っている。 

  

 結果として、100 床当たりの常勤換算従業者数が増えているということが見てと

れるということでございます。 
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 60ページ、61ページはそれを機能分類別に見ているものでありますが、 
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 今度は 62ページのほう、最後は委託費の関係に移っていきまして、 

  

 委託費全体として 2018年から 24年という経年で見てみますと、全体としては 

増えていると。 

 

 中でも、とりわけ、コロナ前、コロナ後ということもあるのかもしれませんが、 

  

 滅菌ですとか、感染性の廃棄物処理というところが大幅に伸びているというとこ

ろが見てとれるかと思います。 
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 63 ページに行きますと、今度はこれは 2020 年６月の断面で、病床規模別で委託

費の動向というものを見ておりますけれども、 

  

 例えば、その一番上の保守点検、医療機器といったところは、病床規模が大きい

ほうが比率としても大きくなっているというところでありますけれども、 

  

 個別の内容によっては、病床の規模に応じてリニアに実額が増えていくわけでは

ないといったところも見られるというか、さまざまな形で出ているという状況でご

ざいます。 
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 65ページ、66ページは、今、あと、縷々、こう、ご説明申し上げたようなことを

最後、まとめてございまして、 
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 最後、67ページ、ご覧いただきますが、今回の課題としては、各切り口別に見た

医療機関の状況等を踏まえて、これから、この医療機関の経営状況等について、ど

のように対応することが考えられるかということ。 

  

 それから、先ほども申し上げましたように、ＭＣＤＢのほうで、2024年度のデー

タも今後、上がってきますので、そういったことも、それも含めて、どのような切

り口とかですね、さらに分析、議論をすべきものとして、どのようなことが考えら

れるかといったことを、われわれの課題として掲げさせていただきまして、各委員

の皆さまからのご意見やご質問等をいただければというふうに考えておるもので

ございます。 

 

 長くなりましたが、説明は以上でございます。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所特任教授） 

 はい、ありがとうございました。 
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